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広報

(5/3.弥靭寺町ほか〉

生産者と消費者ガ受流を深めるとともに¥自然

に親しんでもらおうと¥昨年から始ぎった「福重

れんげまつりJo

アヘクタ ルのれんげ畑の開放¥じゃガいも掘

りゃいちご狩り¥農産日の即売などもあり¥5月
2日から3日間¥たいへんなにぎわいでしだ。

ふだん土に親しむことの少ない親子ガ¥クつを

手にジャガイモ掘りに挑戦¥汗を流しなガら楽し

む姿や¥子供芝ちが楽しそうに動物疋ちと遊13¥姿

ガ¥とてもほぼ笑ましく¥印象的でし疋。
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つ
た
地
域
づ
く
り
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大
吋
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活
性
化
地
域
活
動
事
業
完
了

l

こ
の
事
業
は
、
平
成
2
年
度
か
ら
4
年
度
ま
で
の

3
か
年
間
、

国
の
施
策
と
し
て
創
設
さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
」
に
基
づ

き
、
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

住
民
が
知
恵
を
出
し
、
市
が
援
助
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
一
人

ひ
と
り
が
自
主
的
か
つ
主
体
的
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

8

地
区
に
お
い
て
は
、
地
区
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
活
動
に
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
振
興
事
業
が
完
了
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ

の
結
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ir (1 

-裏見の滝観光開発周辺整備事業
(平成2年度~4年度・重井田町)

福重-松原町地区の共同事業。

遊歩道の整備、山桜や1000
本の世界のシャクナゲを植樹¥雑

木は伐採され視界も良くなり¥多

くの見物客ガ訪れています。

西大村

-大村中央朝市テント購入
(平成2年度・ 松並2丁目〉
朝市は¥西大村地区の5町内で
組織¥青空市場であるため¥テン

トおよび格納書庫購入。

福重・松原

広報おおむら平成5年6月号

村

-水主町コッコデショ保存育成事業

(平成3年度・水主町7・2丁目〉

伝統芸能継承の定め¥太鼓やハ

ッピーなどを購入。

-東大村自然公園整備

(平成4年度 ・東大村2丁目〉

開拓神社の園地整備¥トイレや

ベンチの設置¥植樹などを行い¥

地区住民らの憩いの場として利用。

大-大村龍踊り保存育成事業
(平成2年度・片町〉
伝統芸能継承のため¥全長17配¥
10人持ちの新龍を購入。常設展示
場も新設。

松竹

)内は事業実施年度 ・場所※( 

( 
約1，000本の世界のシャクナゲを植樹、シャクナ
ゲ公園としても力を入れる裏見の滝観光開発

(重井田町)
-おおむら太鼓連活性化事業
(平成2年度〉
青少年の郷工愛を育て¥健全育

成を図るだめ太鼓などを購入。

-旧竹松村黒丸郷沿革記念碑建立
(平成2年度 -竹松出張所〉
旧竹松村黒丸郷(現富の原4・2
丁目)の移り愛わりなどを周知し¥

郷土愛を育てるだめ建立。

-郡川沿線桜並木整備事業
(平成4年度・鬼橋町沿線〉
郡川提防に¥ソメイヨシノを植

樹¥総延長500mo河川に親し
む野外レクリエーションの場とし

ての利用を促進。

-郷土誌編集 (平成2年度〉

過去の事象を後t立に残す郷土誌¥写
真・寄稿原稿なども掲載。全261ページ0

・萱瀬、新春駅伝記念大会
(平成2年度〉
第10回大会を記念し内容充実¥地元
出賓のマラソン選手も招待。

-萱瀬地区案内用掲示板設置
(平成2年度 -荒瀬町〉
地区の位置図¥観光¥史跡、物産な

どガ一日で分かる大型掲示板。

瀬査

-ふれあい郷土館建設事業
(平成3年度~4年度・田下町〉

木造2階建て¥什皆は会議室兼舞台¥
2階は会議室兼展示室として利用。

ふ
れ
あ
い
郷
土
館
(
田
下
町
)

l' ;. () 

-福祉フェア一事業
(平成2年度 -中地区公民館〉
百賀島老人クラブガ¥子供だち

へ伝承遊びを継承していくだめ¥

必要な工具類を購入。

-西大村浮立保存育成事業
(平成3年度、車馬場・水田'O町の3町内合同)
戦後中断されていた水田浮立を

再興し¥地域活性化を図るだめ¥

太鼓¥鉦¥掛打太鼓などを購入。
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田

-ふれあい郷土館建設
(平成2年度 ・鈴回出張所〉
出張所の図書室を充実¥図書¥

ワープロ¥映写機¥顕微鏡などを

そろえ¥子供から大人まで¥生涯

学習の場を提供。

-子供ふれあい遊具施設整備
(平成2年度 ・大里町〉
戸スレチック施設を備え¥子供

だちにのびのび遊べる場を提供。

鈴-岩松駅大時計設置事業
(平成3年度 ・岩松町〉
地区住民¥一般通勤 ・通学者の

利便性と¥ふれあいの場を提供。

-鈴田沿革碑建立事業
(平成3年度 ・鈴田出張所〉
売人ガ築き残してくれた遺産を

礎として¥後生に伝える疋め建立。

-ふれあい倉庫建設およひ、
備昂整備

(平成4年慶・ 鈴田出張所〉
各種団体組織ガ¥より活動的に

なる倉庫(木造平屋建〉を建設。

長机¥紅白幕なども購入。

岩松駅構内に設置されている惨

大時計

-戸スレチック設備建設
(平成4年度 -中央小学校〉

コンビネーション戸スレチック¥

丸太登り¥ロープウェイなどの戸

スレチック施設を建設。

-ひまわり文庫
(平成4年度 -西大村地区コミセン)
440冊の図書を購入¥ひまわ
り文庫として開設。

-地区活動備昆整備ならびに
保管倉庫建設事業
(平成3年度・竹松出張所横〉
レクリ工ーション等備日のテン

ト¥椅子などの購入。保管倉庫を

建設。

-日岳山公園化事業
(平成2年度"-'4年度-日泊町-今村田境)
日岳山の頂上-帝の立木を伐採。

道路整備¥梅木・もみじなどの植

樹¥案内板¥駐車場なども設置。

市街地はもちろん¥西彼杵半畠¥

雲仙など360度の展望。

360度の展望ができるようになった
日岳山 (今村 ・日泊町境)

摘
し
い
事
説
部
舗
哉
さ
換
哀
し
怠

浦
---00. 
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こ
の
「
大
村
幻
活
性
化
地
域
活
動
事
業
」

は
、
平
成
5
隼
度
よ
り
「
大
村
豊
か
な
地
域

づ
く
り
推
進
事
業
」
と
名
称
を
牽
史
し
、
新

し
い
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
国
の
整
県
と
し
て
創
設
さ

れ
た
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
に
基
づ
き
、
「
住

民
が
知
事
と
労
室
寸
を
出
し
、
市
が
援
助
す

る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

自
主
的
か
つ
主
体
的
な
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
み
、
も
っ
て
地
域
振
興
を
推
進
す
る
た
め
、

地
区
お
よ
び
団
体
を
対
象
に
し
て
3
0
0
万

円
を
限
度
と
し
て
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

申
一
語
蒋
め
切
り

7
月
出
目
白

問
い
合
わ
せ
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
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(
鬼
橋
町
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大村・諌早の共同事業

今村橋開通

大
村
と
諌
早
の
市
境
を
流
れ
る

今
村
川
に
、
平
成
元
年
度
よ
り
建

設
さ
れ
て
い
た
今
村
橋
が
完
成
、

5
月
6
日
、
現
地
で
開
通
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

三
浦
地
区
と
諌
早
市
と
は
こ
れ

ま
で
、
県
道
大
村
・
貝
津
線
に
か

か
る
津
水
大
橋
が
、
唯
一
の
パ
イ

プ
役
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

完
成
し
た
今
村
橋
は
、
工
場
団

地
や
宅
地
化
な
ど
発
展
が
進
む
今

村
町
・
溝
陸
町
の
両
地
域
と
、
諌

早
の
真
崎
町
・
津
水
町
・
西
諌
早

)

ニュ

l
タ
ウ
ン
と
の
架
け
橋
と
し

一
儲
桐
て
、
ま
た
、
両
市
の
発
展
と
活
性

一
関
令

化
を
祈
り
、
両
市
が
初
め
て
実
施

-
不
十
し
た
共
同
事
業
で
す
。

一
右
/

橋
の
長
さ
侃
・

8
灯
、
幅
ロ
・

一
如
何

8
灯
、
中
央
が
市
境
と
な
り
、
大

一
刊
村
側
に
は
黒
丸
踊
り
、
諌
早
側
に

一
i

は
の
ん
の
こ
踊
り
の
レ
リ
ー
フ
が

お

飾
ら
れ
、
歩
道
に
は
、
両
市
が
手

-
を
を
取
り
合
い
橋
を
支
え
て
い
る
姿

臓
を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
タ
イ
ル
が
敷

大村・諌早両市の共同事業で完成した

今村橋

き
詰
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

洋
風
の
シ
ャ
レ
た
街
路
灯
も
目
を

引
き
ま
す
。
総
事
量
妻
は
3
億
9

千
万
円
。

開
通
式
に
は
、
松
本
大
村
市
長

や
野
田
諌
阜
市
長
を
は
じ
め
、
議

会
、
地
元
関
係
者
な
ど
約
1
0
0

人
が
出
席
。
神
事
・
式
典
の
あ
と
、

大
村
・
菩
工
回
厚
か
ら
テ
l
プ
カ
ッ

ト
、
今
村
町
の
田
澄
清
・
セ
イ
さ

ん
の
ご
夫
妻
も
加
わ
り
、
い
よ
い

よ
渡
り
初
め
、
両
市
お
互
い
に
中

央
に
歩
み
寄
り
、
く
す
玉
を
割
っ

て
今
村
橋
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

生前の遺志をうけ

消防指令車寄贈

日周目ヘ
--~道程~

-
新
茶
ま
つ
り
」
で

村

お

しιー

き
わ
や
か
な
五
月
晴
れ
の
朝
、

恒
例
の
野
岳
新
茶
ま
つ
り
に
出
か

け
た
。
小
鳥
が
さ
え
ず
る
森
の
広

場
に
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
あ

の
顔
こ
の
顔
、
や
が
て
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
、
意
気
の
い
い
大
村
く
じ
ら

太
鼓
が
若
者
た
ち
に
よ
っ
て
披
露

さ
れ
た
。
地
元
の
若
い
人
た
ち
が

設
営
し
た
テ
ン
ト
張
り
の
市
場
は

次
第
に
活
気
を
増
し
て
く
る
。

特
産
の
新
茶
を
は
じ
め
松
原
い

ち
ご
、
ア
ス
パ
ラ
、
キ
ュ
ウ
リ
、

タ
マ
ネ
ギ
、
タ
ケ
ノ
コ
、
花
木
や

山
菜
そ
れ
に
、
松
原
お
こ
し
、
松

原
鎌
、
地
元
婦
人
グ
ル
ー
プ
に
よ 大

村
市
長

松

長
男
忠
之
さ
ん
(
右
)
か
ら
、
松

本
市
長
へ
、
消
防
指
令
車
の
キ
ー

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

(
4
/
お
・
市
役
所
玄
関
)

本

崖，
フ才τz

る
田
舎
み
そ
。
特
に
、

美
味
し
か
っ

た
の
が
草
作
り
か
る
か
ん
ま
ん
じ
ゅ

う
、
か
ん
ば
し
い
焼
き
と
り
な
ど

が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
る
。

私
も
、
「
日
本
の
味
、
お
い
し

い
お
茶
」
と
染
め
ぬ
か
れ
た
緑
の

ハ
ッ
ピ
姿
で
買
い
も
の
に
精
を
出

す
。
3
日
間
の
人
出
は
例
年
に
な

く
多
く
、
雪
缶
湖
畔
周
辺
は
大
い

に
に
ぎ
わ

っ
た
。

そ
も
そ
も
、
こ
の
新
茶
ま
つ
り

は
、
早
岐
の
茶
市
に
ヒ
ン
ト
を
得

て
、
今
か
ら
6
年
前
に
松
原
農
協

の
茶
部
会
の
発
想
で
始
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、

生
産
者
と
消

大村市の消防活動に多大の貢献をされて

いた、故・井本文夫さんの遺族が4月28日、

生前の遺志であったとして、市消防団に指

令車を寄贈されました。

井本さんは、昭和11年に消防団に入団、

13年前から市消防団長に就任、県の副会長
としても活躍されていましたが、今年3月

死去されました。

贈呈式では、長男の忠之さんと長女の久

田静子さんが、松本市長へ車のキーを手渡

しました。

費
者
の
生
き
た
交
流
の
場
と
し
て
、

年
々
盛
況
と
な
り
、
最
近
で
は
、

商
底
街
に
も
呼
び
か
け
、
そ
の
協

力
も
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
一
つ
の
ま
つ
り
が
継
続

さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
新
し
い
村

お
こ
し
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
が

試
み
ら
れ
て
き
た
。

例
え
ば
、
平
成
2
年
に
ス
タ
ー

ト
し
た
丸
太
造
り
の
レ
ス
ト
ラ
ン

「
レ
イ
ク
ハ
ウ
ス
の
だ
け
」
は
、

創
成
会
と
い
う
9
人
の
農
業
後
継

者
た
ち
が
、
野
岳
湖
を
訪
れ
る
観

光
客
に
「
手
打
ち
み
ほ
」
を
味
わ
っ

て
も
ら
い
、
地
元
で
と
れ
る
農
産

品
を
即
売
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
。

さ
ら
に
、
幻
活
性
化
地
域
活
動

事
業
の
一
つ
、
裏
見
の
滝
観
光
開

発
整
備
、
そ
れ
が
世
界
の
し
ゃ
く

な
げ
公
園
の

一
歩
と
な
り
つ
つ
あ

る
。
い
ま
、
森
と
湖
に
固
ま
れ
た
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大
村
の
オ
ア
シ
ス
が
、
大
き
く
変

ろ
、
?
と
し
て
い
る
。

こ
の
新
茶
ま
つ
り
に
刺
激
を
、
つ

け
て
、
昨
年
か
ら
福
重
で
れ
ん
げ

ま
つ
り
が
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
、

今
年
は
野
岳
山
麓
農
村
活
性
化
協

議
会
も
発
足
し
た
。

農
業
の
転
換
期
が
叫
ば
れ
て
い

る
な
か
で
、
こ
の
よ
う
な
村
お
こ

し
の
自
助
努
力
を
見
逃
し
て
は
な

ら
な
い
と
田
ザ
つ
。
市
と
し
て
も
、

出
来
る
だ
け
の
支
孝
乞
続
け
た
い
。

司

、J

/

¥
竹
川
げ

占一

一
月
航

九

州
…
聞
4
野
た

円。
ふ
JL
/
 

つ
F
h
u
 

ふ
Jか
鼓
に
太
援
ら
応
じ

t 



， 

H

再
資
源
化
物
回
収
推
進
報
奨
金
交
付
制
度
の
ご
利
用
を
H

市
で
は
、
再
資
源
化
で
き
る
ゴ
ミ
の
回
収
運
動
を
進

め
る
と
と
も
に
、
ゴ
ミ
の
排
出
抑
制
と
減
量
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
再
資
源
化
物
の
集
団
回
収
団
体
(
営

利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
に
限
る
)
に
対
し
、
報
奨
金

の
交
付
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
内
会
・
婦
人
会
・
子
供
会
な
ど
の
活
動

と
し
て
廃
品
回
収
を
実
施
さ
れ
る
場
合
、
団
体
登
録
を

し
て
い
た
だ
き
、
回
収
業
者
が
買
い
上
げ
を
行
っ
た
対

象
品
目
に
対
し
、
申
請
に
よ
っ
て
報
奨
金
を
交
付
す
る

制
度
で
す
。

対
象
品
目
①
古
紙
類
②
古
繊
維
類

制
度
を
利
用
さ
れ
る
場
合
の
手
続
き
お
よ
び
実
施
要

領
な
ど
、
詳
し
く
は
清
掃
課
(
宮
@
3
1
0
0
)
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
口

回収業者
各種団体

広報おおむら平成5年 6月号

春の叙勲
大村から 4人が受章

平成5年春の叙勲が決まり、大村から

4人の方が栄えある受章をされました。

。勲四等瑞宝章

立川歪七郎さん(植松3丁目・70歳)

元海員学校校長

。勲六等瑞宝章

宮本久吉さん(原口町・72歳)

元県警部

。勲七等瑞宝章

永武三次さん(武部町・63歳)

元入国警備宮

西川光男さん(西本町・63歳)

元入国警備官

合併処理浄化槽の

補助対象区域が変わりました

お互いに人権守って

明るい社会

=国際化時代!こふさわしい

人権意識を育てよう=

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知

で
す
か
。
6
月
1
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
あ
り
、
本

年
は
、
世
界
人
権
宣
言
句
周
年
目

に
当
た
り
ま
す
D

4月1日より、合併処理浄化槽の補助対

象区域が次のとおり変わりました。

補助申請をされる場合は、ご注意ください O

!日・・・平成10年大村市公共下水道事業認可区

域外

新・・・平成12年大村市公共下水道事業認可区

域外

詳しくは、環境衛生課公害規制係(内線

1 4 2 )へお尋ねください。

国
際
化
時
代
を
迎
え
た
今
、
在

日
外
国
人
の
人
権
問
題
な
ど
新
た

な
人
権
問
題
も
発
生
し
て
お
り
、

国
際
的
な
視
野
を
も
っ
て
、
私
た

ち
の
人
権
意
識
を
見
つ
め
直
す
こ

と
が
必
要
で
す
。

人
権
は
、
私
た
ち
が
平
和
に
生

き
て
い
く
う
え
で
最
も
大
切
な
権

利
で
す
。
お
互
い
に
人
権
を
守
り
、

明
る
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
口

市
内
に
は
、
次
の
人
権
擁
護
委

員
が
い
ま
す
。
燐
人
問
題
や
仲
間

は
ず
れ
、
い
じ
め
な
ど
で
お
悩
み

の
人
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

。
人
権
擁
護
委
員
(
敬
称
略
)

石
橋
正
夫
(
久
原
1
丁
目

宮
⑧
6
0
9
4
)

貞
子
(
木
場
1
丁
目

宮
⑬
0
1
9
7
)

錦
戸

康
子
(
杭
出
津
2
丁
目

宮

@
3
2
7
5
)

常
贋
(
原
口
町

宮
⑤
0
8
0
7
)

※
市
役
所
で
の
定
例
相
談
は
、
毎

月
第
1
木
曜
日
、
午
前
日
時
j

午
後
3
時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

奇
本

口
木

よ
り
よ
い
ν
暮
ら
し
を
求
M
m
T

皆
さ
ん
の
生
活
の
中
で
、
市
役

所
や
県
・
国
の
機
関
な
ど
が
行
っ

て
い
る
仕
事
で
、
処
理
に
納
得
で

き
な
い
、
手
続
き
の
方
法
な
ど
が

分
か
ら
な
い
な
ど
の
意
見
や
要
望
・

苦
情
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
う
い
う
問
題
に
対
し
、
で
き

る
限
り
の
改
善
を
図
ろ
う
と
、
第

三
者
の
立
場
か
ら
皆
さ
ん
の
相
談

に
応
じ
て
い
る
の
が
、
行
政
相
談

委
員
で
す
口

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

。
行
政
相
談
委
員
(
敬
称
略
)

松
本
健
次
(
三
城
町

宮
(
⑪

0
1
5
5
)

森

上

枝

(

諏

訪

1
丁
目

包
(
⑪

6
7
4
4
)

西
川
美
盛
(
諏
訪
2
丁
目

告
(
⑪

1
3
4
1
)

※
市
役
所
で
の
定
例
相
談
は
、
毎

月
第
2
木
曜
日
、
午
前

9
時
初
一

分
j

ロ
時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

J
U



/え~:...~沖、日弘之;LJ3ご?二

以五三三種草寺内
地域産業の活性化を包指し

(5/2，野岳湖間辺〉

松原地区の地域産業などの活性化を図ろう

という「野岳新茶まつり」ガ、 5月3巳~5

巴まで¥野岳湖周辺を会場に行われ、期間中

疋いへんにぎわいましだ。

会場には、新茶や刃物、花木、野菜¥漬物

などの農産加工昆などがズラリと並べられ¥

多くの買物客ガつめかけぎしだ。初日はおお

むら太鼓連の皆さんも応援にかけつけ¥新茶

まつりを層盛り上げまし芝。

子
ト

一フ
u

m

ツ

メ
ポ
カ
一一ス

() 

V明るく元気で
(4/29 .光と緑の冨向陽寮ほか〉

5月の児童福祉週間にちなみ4月29日¥松
本市長は児童福祉施設を訪れ¥遊異セットな

どを鱈りました。

この日は¥大村子供の家¥光と緑の冨 ・乳

児院と同向陽寮の3施設を訪問¥松本市長ガ
「明るく元気てψ頑張ってくださし¥-.Jと¥それ

ぞれに¥バドミントンセット、ぬいぐるみ¥

ホッヒ。ンゲをプレゼント。

子供芝ちは¥さっそく遊具を使い¥元気に

遊んでいましだ。
企40年の労に敬意をこめ (5/9・商工会議所〉

40年もの長い間¥あらゆる苦難を乗り越え
てこられだ寡婦の皆さんの表彰式おより¥大

村市田子寡婦福祉連合会総会(小佐々明子会

長〉ガ5月9日、商工会議所で開かれましだo
-今回寡婦表彰を受けられだのは¥最高齢の

'大久保イヨさん(90)をはじめ9人の皆さん。松
本市長ガ¥ 人ひとりに表彰状と記念日を贈

り長年の労をねぎらうと、出席した約500人
の会員から惜しみない拍手ガ送られました。

総会では¥体験発表などもふまえ¥今後の

活動方針などが決議されましだ。

帳
消
防
団
黒
木
分
駐
所
完
成

(4
/
お

・
黒
木
町
)

消
防
団
第
何
分
団
(
松
尾
宏
規
分
団
長

・犯
人
)

の
黒
木
分
組
所
(
木
造
平
家
建
て
)
ガ
完
成
¥
こ
の

ほ
ど
落
成
式
ガ
行
わ
れ
ま
し
だ
。

菅
頭
ヲ
ム
ガ
さ
上
げ
に
伴
い
、
水
没
地
域
に
あ
つ

だ
分
駐
所
ガ
移
転
新
築
さ
れ
だ
も
の
で
す
。

落
成
式
に
は
、
松
本
市
長
を
は
じ
め
¥
分
団
関
係

者
な
ど
約
犯
人
、
ガ
出
席
、
神
事
な
ど
で
完
成
を
祝
い

ま
し
だ
。

‘、

大村子供の家

光と緑の園

広報おおむら平成5年 6月号

h
v
夏
山
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い

(4
/
お

・
黒
木
登
山
口
)

霊
山
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
¥
登
山
愛
貯

蓄
ら
の
期
間
中
の
安
全
を
願
っ
た
、
多
畏

岳
県
立
公
圏
黒
木
登
山
口
山
開
き
式
ガ

4

月
お
日
行
わ
れ
ま
し
だ
。

多
良
山
系
に
は
五
家
原
岳
、
多
良
岳
、

経
ケ
岳
な
ど
が
連
ら
な
り
、
信
年
、
家
族

つ
れ
や
登
山
家
な
ど
多
く
の
愛
好
者
ガ
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
日
は
¥
神
事
や
テ
!
フ
力
ツ
ト
な

ど
の
あ
と
¥
登
山
愛
好
者
ガ
山
道
の
溝
掃

な
ど
も
兼
ね
¥

一
斉
に
頂
上
を
目
指
し
ま

し
だ
。

炉
心
な
ご
ま
せ
る
作
品
展
示

(
市
立
病
院
待
合
室
口
ビ
!
)

市
立
病
院
の
待
合
室
ロ
ビ
ー
に
座
る
か
わ
い
い
子
供
の

ブ
ロ
ン
ズ
像
、
ガ
¥
患
者
さ
ん
芝
ち
の
山
を
な
ご土ふ
せ
て
い

ま
す
。高
校
教
諭
で
¥
日
展
会
友
(
入
選
ロ
ロ
)

・
県
震
審
査

員
な
ど
を
務
め
ら
れ
て
い
る
桶
本
寿
さ
ん

(
須
田
ノ
木
町
)

の
作
自
で
¥
2作
巴
の
展
示
で
す
。

今
ロ
の
作
口
回
は
寸
一
戸

・
シ
ー
ツ
/
-L

O

子
供
の
帽
子
に

小
鳥
、
ガ
ヰ
ま
り
、
逃
げ
な
い
よ
う
に
戸

・
シ
ー
ツ
と
言
っ

て
い
る
様
子
ガ
彫
ら
れ
て
お
り
¥
と
て
も
山
あ
芝
芝
ぎ
る

作
ロ
∞
で
す
。

おもいやりであったか空間

あなたもできる

ボランティア活動
=シリーズ3=

中
ぬ
き
〈
広
が
る

求
ヲ
ン
テ
4
7
@翰

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
事
件
も
あ

っ

て
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
わ
が
街

「
お
お
む
ら
」
に
お
い
て
も
、

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
が
大
き
く
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
口

良
い
戸

(
4
月
叩
日
〉
に

ち
な
ん
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

全
国
建
具
組
合
で
は
昭
和

ω年

か
ら
4
月
刊
日
を
建
具
の
日
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
大
村
市
木
工
業
協

同
組
合
(
岡
義
治
代
表

・
日
人
)

も
、
こ
の
行
事
の
一
環
と
し
て
奉

仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
養
護
老
人
ホ
l
ム
・

清
和
園
お
よ
び
お
年
寄
り
の
住
ま
一

い
の
ふ
す
ま
な
ど
の
補
修
や
建
具
寸

の
調
整
を
行
い
、
皆
さ
ん
か
ら
大

変
喜
ば
れ
ま
し
た
口

お年寄りの住まいを訪れ、建
具の補修などを行う木工業協
同組合の皆さん

視
覚
障
害
者
に
朗
報

H
盲
人
卓
球
台
を
設
置
H

視
覚
に
障
害
を
持
っ
て
お
ら
れ

る
方
々
の
希
望
が
か
な
い
、

盲
人

卓
球
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

盲
人
卓
球
は
、
聴
覚
を
生
か
し

て
行
な
う
競
技
で
、
そ
の
特
殊
性

か
ら
、
雑
音
が
入
る
と
プ
レ
l
出

来
な
い
た
め
、
卓
球
台
の
設
置
場

所
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
古
賀

島
西
町
内
会

(
藤
崎
清
会
長
)
の

ご
理
解
で
、
同
公
民
館
に
設
置
さ

れ
る
こ
と
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

4
月
四
日
間
、
地
元
町
内
会
や

民
生
委
員
な
ど
、
設
置
に
ご
尽
力

さ
れ
た
皆
さ
ん
の
参
加
の
も
と
、

視
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
初

プ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

今

後
「
練
習
に
励
み
い
ろ
い

ろ
な
大

会
へ
参
加
し
た
い
」
と
、

意
欲
満
々

で
す
。

児
童
手
当
受
給
者
の
方
ヘ

現
況
屈
を
6
月
中
に
/

児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
の
支

給
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
6

月
中
に
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
け
は
、
義
者
の
前
年

分
の
所
得
や
児
童
の
養
育
状
況
な

ど
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
で
す
。

こ
の
届
け
を
提
出
さ
れ
な
い
と

6
月
以
降
の
手
主
司
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の
・
児
童
手
当

現
況
届
(
見
桑
中
の
人
に
は
、

5
月
末
ご
ろ
郵
送
し
ま
す
)

-
印
鑑

・
平
成
5
年
度
分
児
童
手
当
用
所

得
証
明
書
(
平
成
5
年
1
月
2

日
以
降
に
当
市
に
転
入
さ
れ
た

人
の
み
)

大
村
市
紋
所
の
土
曜
閉
庁

6
月
は
、
住
目
(
第
2
〉
・
お
目

が
休
み
で
す
。

※
平
成
5
年
1
月
1
日
に
居
住
し

て
い
た
市
町
村
で
発
行
￥
子
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
市
民
課
記

録
係な
お
別
表
の
日
程
で
、
各
出
張

所
で
現
況
届
の
受
け
付
け
を
行
い

ま
す
。

程

月 日 場 所

6月14日伺) 三浦・鈴田・査瀬出張所

6月15日ω 福重・松原出張所

6月16日制 竹松出張所

6月17日(柑 西大村出張所

受付時間

日

午前9時~午後4時

付同Jι 

⑤
局
@
国
側
也
、
皇
太
子
徳
仁
親
王
殿
下

の
結
婚
の
儀
ガ
行
わ
れ
る
日
で
ー
信
圃
A
S

amuaす
@

- 7 -



年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん

誕
生
月
に
は

『
現
況
眉
』
の
提
出
を

年
金
を
受
け
続
け
る
た
め
に
は
、

毎
年
1
回
、
誕
生
月
の
末
日
ま
で

に
、
「
年
金
受
給
者
現
況
届
」
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

用
紙
は
、
誕
生
月
の
初
め
ご
ろ

に
自
宅
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
、
押
印
し
て
、

市
民
課
ま
た
は
各
出
張
所
で
証
明

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

提
出
を
忘
れ
る
と
年
金
が
停
止

し
ま
す
。

次
の
人
は
該
当
し
ま
せ
ん

①
年
金
を
受
け
は
じ
め
て

1
年
未

満
の
人

②
初
診
日
が
初
歳
前
の
障
害
基
礎

年
金
。
障
害
福
祉
年
金
か
ら
移
行

し
た
障
害
基
礎
年
金
。
母
子
福
祉

年
金
か
ら
移
行
し
た
遺
族
基
礎
年

「
ハ
イ
ツ
笑
っ
て
笑
っ
て
/
」

中
村
静
子
さ
ん
(
原
口
町
)
の
作
品

(
国
民
年
金
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
)

国民健康保険被保険者の皆さんへ

高額療養費の

自己負担額が変わりました

金
受
給
者

(
7
月
に
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
)

③
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

(
8
月

に
年
金
証
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
用
紙
は
送
付
さ
れ
ま
せ

ん
)詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
年
金

係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

医療費の自己負担額が一定

額を越えたとき、その越えた

分を高額療養費として払い戻

しを受けることができます。

これが高額療養費支給制度で

す。この自己負担限度額が法

の改定により 5月診療分から

次のように変わりました。

( )内は住民税非課税世帯

1.一部負担金の支払いが、 1人1か月一つの病院などで

63，000円 (35，400円)を越えた額

(例)支払い医顧問万円周己負担額

の場合 I 63.000円

2.世帯合算…同一世帯で、同一| (35，400円)

診療月の一部負担金が、 30，000円 (21，000円)以上の

支払いが2件以上ある場合、その額を合算して63，000

円 (35，400円)を越えた額

(例)一.Aさんの支払い医療費

Bさんの支払い医療費
4万円の場合
Aさん+8さん二11万円
(合算〉

農業委員会委員選挙

告示日 7月4日(日)
役票日 7月刊日(日)
=午前7時~午後6時=

払い戻し額

37.000円
(64，600円)

任期満了による農業委員会委員選挙が7月4日

に告示され7月11日投票が行われる予定です。

この選挙は、農家の皆さんにとって農地事情の

改善・農業経営の合理化・農業振興の推進など、

農家の皆さんの地位向上に寄与する委員を選ぶ大

切な選挙です。
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世帯負担額

63.000円
(35，400円)

立候補予定者説明会

今回の農業委員選挙に立候補を予定されている

人および関係者に対し、次のとおり説明会を開催

します。

日時 6月29日(刈午後1時30分
場所市役所第5会議室

※立候補届出用紙などは当日お渡しします。

なお、投票に関する詳しいことは、次回 7月号

に掲載します。(大村市選挙管理委員会)
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3.多数該当…同一世帯で、 1年間に4回以上高額に該当

した場合(2の世帯合算も含みます) 4回目以降は、

37，200円 (24，600円)を越えた額が支給されます。

(例) 麦払い医療費ガ10万円|自己負担額 J払い戻し額
の場合 4回目以降 I 37.200円 I62.800円

4.人工透析や血友病などの治療| (24，600円)I (75，400円)

費については、従来どおり 10.000円までの自己負担で

すみます。ただし、保険がきかない差額ベット料や基

準看護の病院に入院したときの付き添い看護料などは支

給の対象にはなりません。

今月は、 3月にかかった医療費をお知らせします。ご

不明な点は保険年金課保険係へお問い合わせください。



ぐ

集
中
豪
雨
伊
台
風
防
恐
ろ
し
い

あ
な
た
の
家
や
周
り
は
大
丈
夫
で
す
か

梅
雨
で
長
雨
の
降
る

6
月
を
迎
え
ま
す
、
ガ
¥
こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
¥
集
中

豪
雨
や
台
風
に
よ
る
被
害
、
ガ
起
き
や
す
い
時
期
と
な
り
ま
し
疋
。
あ
な
だ
の
周

り
は
大
丈
夫
で
す
か
。

平
成

3
年

9
月
、
市
内
で
も
¥
家
屋
の
倒
壊
を
は
じ
め
¥
屋
根
ガ
吹
き
飛
ば

さ
れ
だ
り
¥
飛
敵
し
だ
瓦
で
近
く
の
家
の
窓
ガ
ラ
ス
ガ
割
れ
る
な
ど
¥
大
変
な

被
害
を
も
だ
ら
し
だ
台
風
旬
号
の
猛
威
は
¥
ま
、
だ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
い
っ
た
被
害
を
最
小
限
に
食
い
正
め
る
こ
と
ガ
で
き
る
よ
う
¥
十
分
な

対
策
を
た
て
¥
今

一
度
¥
あ
な
だ
の
家
や
周
囲
な
ど
を
点
検
し
¥
災
害
に
備
え

て
く
だ
さ
い
。

平成5年6月号

(H3.7.1日泊町の県道)

雨量・風速に要注意/

画劃 一般に、土砂災害は、 1

時間に20ミリ以上、または、降

り始めてからの雨量が100ミリ以

上になったら要注意といわれて

いますo

直言E風速25メートルを超える
と、瓦が飛び、樹木が折れ、 50

メートルを超えると、たいてい

の木造家屋は倒れ、樹木は根こ

そぎ倒れるといわれています。

主
な
点
検
・
修
理
個
所

屋
根
:
・
瓦
の
ひ
び
、
割
れ
、
ず
れ
、

は
が
れ
は
な
い
か
。

雨
ど
い
・
雨
戸
:
・
・
雨
ど
い
に
落
葉

や
土
砂
の
つ
ま
り
は
な
い
か
。
継
ぎ

目
の
は
ず
れ
や
塗
装
の
は
が
れ
、
腐

り
は
な
い
か
0

・
雨
戸
に
が
た
つ
き
ゃ
ゆ
る
み
は
な

し
カ
窓
ガ
ラ
ス
:
・
ひ
び
割
れ
、
窓
枠
の
が

た
つ
き
は
な
い
か
。
強
風
に
よ
る
飛

来
物
な
ど
に
備
え
て
、
外
側
か
ら
板

で
ふ
さ
ぐ
な
ど
の
処
置
を
。

広報おおむら

/ 

集中豪雨は本当に恐い

外
壁
・
:
・
モ
ル
タ
ル
の
壁
に
亀
裂
は

な
い
か
。

-
板
壁
に
腐
り
や
浮
き
は
な
い
か
口

そ
の
他
・
:
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ

は
固
定
さ
れ
て
い
る
か
。

-
商
庖
な
ど
で
は
看
板
の
ぐ
ら

つ
き

に
注
意
。

-
庭
の
鉢
植
え
は
室
内
に
入
れ
て
お

こ、っ
。

-
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
。

-
家
の
回
り
を
一
周
し
、
飛
ば
さ
れ

そ
う
な
も
の
は
す
べ
て
室
内
に
取
り

込
む
か
、
固
定
す
る
な
ど
の
飛
散
防

止
策
を
。

緊急避難場所(緊急時には、最寄りの避難場所へ避難してください)

地区別 避難場所 電話番号 地区別 避難場所 電話番号 地区別 避難場所 電話番号

三浦
三浦 小 学校 52-4318 中央小学校 53-2046 萱瀬小学校 55-7002 
三浦出張所 52-6475 放虎原小学校 54-2815 

萱瀬
黒木 小学 校 55-7800 

西大村小学校 53-2670 査瀬中学校 55-7004 

鈴田
鈴田小学校 52-4322 

西大村中学校 53-2360 査瀬出張所 55-7001 
鈴田 出張所 52-2023 

桜が原中学校 55-1166 福重小学校 55-2285 
東大村小学校 53-7060 工 業 主『司主 校 52-3772 福重 郡 中 ザAヱιー 校 55-7219 
旭が正小 学校 53-0459 

西大村
農 協 ~ 自官 53-6161 福重出張所 55-8614 

大村小学校 53-7117 総合福祉センター 53-1351 
松原小学校

三城 小学校 53-3234 本 経 寺 53-5510 松原
55-8619 

玖島中学校 53-3401 正 法 寺 52-2247 
松原出張所 55-8501 

大村中学校 53-2127 中地区住民センタ ー 53-1376 災害対策本部(市役所内)
大村 園 Zゴ士:;;- 主問主r1 校 54-3121 西大村地区コミセン 53-4979 告53-4111 告52-3883

大 キナ 高 校 52-2660 池田公 民館 夜間はft53-4124も増設されます。
市民体育館 53-1552 消防署 ft52-4138 

大村市役所 53-4111 
富の原小学校 55-3200 

消防団体部 ft52-2316 

市コミセン 54-3161 竹松小 学 校 55-8224 
市 民 iZb3、Z 館 52-2739 竹松 ろ つ 十且4 校 52-2444 

※各避難場所の責任者は、消防分

武 道 館 52-4836 竹松出張所 55-8314 団長、町務連絡員
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長
年
の
経
験
で
森
林
保
護

日
市
有
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関
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大
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愛
の
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を
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「
境
界
問
題
が

一
番
頭
が
痛
い
」

と
心
境
を
語
ら
れ
る
野
口
さ
ん
口

市
有
林
の
監
視
員
と
し
て
、
昭
和

制
年
か
ら
ご
尽
力
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。
監
視
員
の
任
務
は
、
森
林
の
保

護
・
管
理
・
運
営
。
野
口
さ
ん
は

大
村
・
鈴
田
・

三
浦
地
区
を
担
当、

市
内
に
は

6
人
の
監
視
員
が
お
ら

れ
ま
す
。

定
期
的
に
見
回
り
樹
木
な
ど
の

状
態
を
チ
ェ

ッ
ク
、

病
害
虫
の
駆

除
、
樹
木
や
石
の
盗
難
防
止
等
に

努
め
る
ほ
か
、
台
風
や
豪
雨
な
ど

に
よ
る
被
害
対
策
も
欠
か
せ
な
い
。

そ
し
て
、
何
と
い
っ
て
も
神
経
を

使
う
の
は
、
市
・
国
・
民
有
林
や

「
保
護
司
の
内
助
の
功
的
役
割

を
果
た
し
て
い
る
だ
け
」
と
話
さ

れ
る
の
は
、
大
村
区
更
正
保
護
婦

人
会
(
大
村
・
東
彼
、
会
員
約
2

5
0
人
)
の
会
長
と
し
て
ご
尽
力

さ
れ
て
い
る
江
口
さ
ん
。

罪
を
犯
し
て
服
役
中
の
家
族
の

力
と
な
っ
た
り
、
刑
務
所
や
少
年

院
な
ど
の
慰
問
、
青
少
年
の
非
行

防
止
を
呼
び
か
け
る
啓
蒙
活
動
な

ど
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、

4
月
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み

で
健
全
育
成
を
と
、
「
愛
の
鐘
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

江
口
さ
ん
ら
が
中
心
と
な
り
、

7
年
程
前
か
ら
一
日
婦
人
議
会
を

通
し
要
望
、
市
制
叩
周
年
事
業
と

農
地
な
ど
と
の
境
界
問
題
。
境
界

を
越
え
て
工
事
を
さ
れ
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
ト
ラ
ブ

ル
解
消
な
ど
に
お
い
て
も
、
長
年

の
経
験
と
森
林
を
熟
知
し
た
監
視

員
の
皆
さ
ん
の
役
割
は
大
き
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

監
視
員
だ
け
で
な
く
森
林
組
合

に
も
従
事
さ
れ
て
い
る
野
口
さ
ん

で
す
が
、
林
業
へ
の
思
い
は
強
い
。

今
は
亡
き
先
代
か
ら
野
口
さ
ん

の
子
供
さ
ん
ま
で
、

3
代
に
わ
た
っ

て
の
林
業

一
家
で
す
。
後
継
者
育

成
が
悩
み
の
一
つ
で
あ
る
林
業
で

す
が
、
「
こ
の
仕
事
に
誇
り
を
持

ち
、
子
供
と

一
緒
に
頑
張
り
た
い
」

と
、
に
こ
や
か
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

し
て
取
り
組
ま
れ
た
も
の
で
す
。

会
で
積
み
立
て
て
こ
ら
れ
た
基
金

も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
愛
の
鐘
」
は
、
初
代
の
井
石

会
長
の
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
事

業
を
反
映
さ
せ
た
も
の
で
す
が
、

H

朝
は
み
ん
な

一
緒
に
通
学
を
u

m

夕
刻
は
家
族

一
緒
に
夕
食
を
。

と
の
願
い
を
込
め
、
市
役
所
・
出

張
所
な
ど

8
か
所
に
設
置
、
朝
は

「
ふ
る
さ
と
」
、
夕
刻
は
「
夕
焼
け

小
焼
け
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ

て
い
ま
す
。

た
だ
、
音
が
届
か
な
い
地
域
も

多
く
、
今
後
の
課
題
の
一
つ
、
設

置
拡
大
へ
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

江
口

久
代
さ
ん

(
U歳
・
皆
同
町
)

平成5年6月号広報おおむら

西さん家族(東野岳町)

なかよし家族

右
か
ら
、
徹
く
ん
閥
、
操
さ
ん
M
M
、
し
の
ぶ
さ
ん
回
、
枝
里
子
ち
ゃ
ん
刷
、

め
ぐ
み
さ
ん
同
、
栄
二
く
ん
附
、
弘
和
さ
ん
刷
、

一
枝
さ
ん
倒

R t可

ぼ
く
の
家
は

8
人
家
ぞ
く
で
す
D

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
つ
り
が
す

き
で
よ
く
野
岳
湖
に
魚
を
つ
り
に

行
っ
て
い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
家
に
い
て
、
畑
仕
事
を
し
て
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
、
仕

事
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ぼ
く
は
4
人
兄
弟
の

3
番
目
で
、

学
校
で
は
体
育
が

一
番
す
き
で
す
。

ぼ
く
の
家
ぞ
く
は
、
み
ん
な
な

か
よ
く
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。(栄
二
)

フ

l

k
幸

タ

I

舞ロH
「
日
本
舞
踊
」
と
問
い
た
だ
け

で
難
し
い
と
思
わ
れ
る
方
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は
、
気
軽
な
グ
ル
ー
プ

稽
古
で
日
本
舞
踊
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
平
成
4
年
4
月
か
ら
藤
間
寿
満

幸
先
生
に
つ
い
て
お
稽
古
を
始
め
、

や
っ
と
満
1
歳
に
な
っ
た
ば
か
り

で
す
。
ハ
イ
ハ
イ
し
な
が
ら
昨
年

は
夏
越
祭
・
大
村
祭
、
ま
た
、
中

地
区
公
民
館
ま
つ
り
に
も
参
加
し

ま
し
た
口

一
人
で
は
ど
う
も
:
・
と

-10-

あ
き
ら
め
か
け
て
い
た
人
も
グ
ル
ー

プ
で
の
稽
古
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、

今
で
は
毎
週
月
曜
日
が
楽
し
み
。

難
し
い
扇
子
の
扱
い
も
一
人
じ
ゃ

な
い
の
で
こ
わ
く
な
い
。

現
在
、

3
歳
か
ら
叩
歳
代
ま
で
、

チ
ピ
ッ
コ
、
小
学
生
、
大
人
グ
ル

ー
プ
と
別
れ
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
は
童
謡
か
ら
、
大
人
に

は
軽
い
曲
を
口

美
容
と
健
康
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、

そ
の
う
え
、
着
物
着
付
け
や
、
子

供
た
ち
に
は
礼
儀
作
法
も
身
に
つ

き
ま
す
。
皆
さ
ん
も

一
緒
に
汗
を

流
し
、
日
舞
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

定
例
日
毎
週
月
曜
日
、
午
後
7

時
か
ら
子
供
グ
ル
ー
プ
、

8
時
過

ぎ
か
ら
大
人
グ
ル
ー
プ

連
絡
先
松
添
(
宮
@
4
3
9
5
)

場
所
中
地
区
公
民
館

rf.. 4、

中国・誕揃市の訪日団(白天代表ら 3人)

が4月23日、市役所を表敬訪問、松本市長と

親しく歓談しました。

深却1¥市は香港に隣接、対外開放政策の一つ

である経済特区で、今や急成長を遂げている

都市ですO

今回は、各都市との国際友好交流を図るこ

とを目的に来日されたもので、白代表は、松

本市長の中国村建設構想に強い関心を示し、

「お互いに協力し、ミニ中国村を建設したい」

と提案、松本市長も、深却1¥市への視察団派遣

について、前向きの意向を示しました。

松
本
市
長
と
中
国
村
構
想
な
ど

を
語
る
自
代
表
(
左
か
ら

3
人

目
)
ら
〈

4
月
お
日
市
役
所
)

中国村構想に関心

戸
策
ん

い
散
」

{
n
J
ん

h

『
り
に

』
品
‘
‘
.

e

f

て
u

ぺ

，r
.

，
，
.
 

幽圃@潟

豊
富
な
水
流
、
落
差
の
あ
る
滝
、
そ
し
て
ど
っ
し
り

と
座
る
岩
が
み
ご
と
に
調
和
す
る
山
田
の
滝
(
上
諏
訪
町
)

山
田
の
滝
が
あ
る

一
帯
は
、
現
在
風
致

地
区
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
口

珍
し
い
形
を
し
た
岩
と
豊
富
な
水
量
は

景
勝
地
と
し
て
、
ま
た
、
納
涼
地
と
し
て

多
く
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
沼
年
の
大
水
害
に
よ

り

一
部
現
況
が
変
化
し
た
も

の
の
、
落
差
の
あ
る
滝
や
深

く
水
を
た
た
え
た
滝
つ
ぼ
な

ど
は
今
で
も
そ
の
魅
力
を
残

し
て
い
ま
す
。

近
く
に
は
山
田
権
現
の
鳥

居
が
建
っ
て
い
ま
す
。
幕
末

に
倒
幕
運
動
を
起
こ
し
た
大

村
藩
勤
皇
三
十
七
士
は
、
人

目
に
つ
か
な
い
山
田
権
現
に

ひ
そ
か
に
集
ま
り
、
倒
幕
の
企
て
を
ね
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
暑
い
季
節
を
迎
え
ま
す
が
、

ひ
と
と
き
の
涼
し
さ
を
求
め
て

一
度
こ
の

地
を
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

-11-



日
本
脳
炎
予
防
接
種

該
当
す
る
人

3
歳
j
日
歳
ま
で
の
人

-
初
め
て
受
け
る
人
・
・
・
1
週
間
か
ら
2
週

間
の
間
隔
で
2
回
接
種
し
、

翌
年
1
回

接
種
を
行
い
ま
す
。

-
追
加
免
疫
の
人
・
・
・
毎
年
1
回
行
い
ま
す
。

受
け
ら
れ
な
い
人
・
熱
が
あ
る
人
や
栄

養
障
害
の
あ
る
人

・
心
臓
血
童
小
疾
患
、
腎
臓
、
肝
臓
疾
患

の
人

・
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん

(ひ
き
つ
け
)

を
お
こ
し
た
人

-
ア
レ
ル
ギ
ー
を
呈
す
る
恐
れ
が
あ
る
人

日本脳炎予防接種目程表

実施場所 1回目 2回目

市 {支 所 6月22日 6月29日
萱瀬出張所 (火) (火)

西大村煙コ量ミ2丁セ目ン
6月23日 6月30日

三浦出張所
(水) (水)

鈴田出張所

竹松出張所 6月24日 7月1日
福重出張所 (木) (木)

中地区公民館 6月25日 7月2日
松原出張所 (金) (金)

-
そ
の
ほ
か
予
防
接
種
を
行
う
こ
と
が
不

適
当
な
状
態
に
あ
る
人

持
っ
て
く
る
も
の
母
子
健
康
手
帳

※
当
日
は
必
ず
体
温
を
計
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

※
幼
稚
園
、
小
・
中
学
生
は
各
学
校
で
接

種
予
定
で
す
。

注
:
・
長
崎
県
は
、
こ
こ
1
j
2
年
流
行
し

て
い
ま
す
の
で
、
追
加
を
受
け
て
い
な

い
人
は
、
な
る
べ
く
基
礎
免
疫
か
ら
や

り
直
し
を
し
ま
し
ょ
う
。

午後 2 時~ 3 時時間

一
般
の
人
も
予
防
援
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

今
年
も
日
本
脳
炎
が
流
行
す
る
時
期
を

迎
え
ま
す
が
、
近
年
患
者
の
発
生
が
増
え

て
い
ま
す
。

日
本
脳
炎
に
か
か
る
と
、
適
切
な
治
療

を
受
け
て
も
、
知
能
障
害
、
性
格
変
化
、

運
動
障
害
な
ど
の
後
遺
症
を
残
す
と
い
う

恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

予
防
に
は
、
予
防
接
種
が

一
番
効
果
的

で
す
。
特
に
、
お
年
寄
り
は
注
目
ゆ
1
2ま
し
ょ

、っ
。
弔
防
接
種

一
般
の
人
は
任
意
接
種
と
な

り
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
あ

ら
か
じ
め
電
話
な
ど
で
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
実
施
医
療
機
関
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

実
施
期
間

6
月
1
白
川
w
j
7
月
白
日
出

料
金
有
料

実
施
医
療
機
関

川
本
内
科
医
院
、
近
藤
医
院
、
貞
松
病

日本脳炎の予防は¥予防接種が最

も育刻な方法ですが¥そのほかの予

防としては¥下記のとおりです。

① 蚊に刺されないよう注意すること。

環境を整備し、蚊を駆除すること。

過労をさけ、睡眠と休養を十分

に取ること。

健康を維持し¥バランスある食

事により蔓パテを防ぐこと。

日中の直射日光を避けること。

外出時には¥帽子(日ガサ〉をか

ぶること。

④ 特に、お年寄りは注意すること。

*時期的には10月上旬までは要注意

② 

③ 

院
、
須
田
小
児
科
医
院
、
田
川
小
児
医
院
、

寺
井
医
院
、
出
口
小
児
科
医
院
、
と
も
な

が
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
長
崎
医
院
、
野
口

内
科
こ
ど
も
医
院
、
牧
山
医
院
、
南
野
内

科
消
化
器
科
医
院
、

与
那
城
医
院
、
渡
辺

医

院

(

印

音

順

)

日
本
脳
炎
の
大
敵

「
蚊
」
の
発
生
防
止
に

努
め
よ
う

ま
ず
自
分
の
家
の
周
り
か
ら
始
め
、
町

内
一
斉
駆
除
で
効
果
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
D

蚊
が
発
生
し
な
い
環
境
づ
く
り

-
溝
、
排
水
路
、
水
溜
り
、
墓
地
の
花
立

て
な
ど
は
常
に
き
れ
い
に
。

-
雑
草
や
や
ぶ
は
刈
り
取
り
ま
し
ょ
う
。

殺
虫
剤
を
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う

市
で
は
、
町
内
単
位
で
購
入
さ
れ
る
場

合
は
一
部
助
成
を
し
、
ま
た
、
煙
霧
消
毒

機
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
環
境
衛
生
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

( 

麻しん健康テレホふサービス
fi23-4646まだはfi0958-26-5511

しか)

/百日防¥予防接種実施中/
三種混合(ジフテげ)

¥破傷風ノ

・麻しん…6月30日付。

※小児科医院においては翌年3月31日まで

・三種混合・・・年間を通じて行っています。

(は

接種期限
月6 
月 疲れやすい

ジ同 ケロイド

の 水 子どもの高脂血症

アマ
本 ドフイアイ一目の乾き
ノ主ノ¥、 高齢者の異常性欲

土-目 「タマ(豊丸)Jの腫れ

ι 

詳しくは、環境衛生課保健衛生係へお尋ねください。

ロ
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日
常
介
護
用
品

ω

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

障
害
を
も
っ
た
人
や
高
齢
の
人
が
、
地

域
の
中
で
家
族
と
共
に
快
適
に
す
ご
す
た

め
に
は
、
家
の
中
の
段
差
を
無
く
し
た
り
、

手
す
り
を
つ
け
た
り
す
る
と
と
も
に
、
ベ
ッ

ト
や
車
い
す
な
ど
の
介
護
用
品
が
あ
る
と

大
亦
A
便
利
で
す
。

福
祉
制
度
の
利
用
に
は
い
ろ
い
ろ
な
制

約
が
あ
る
た
め
、
適
用
条
件
に
合
わ
な
い

人
の
た
め
、
簡
単
な
修
理
、
消
毒
を
し
て
、

リ
サ
イ
ク
ル
利
用
で
便
{
岳
乞
は
か
っ
て
い

I 1人から 2人へ、そして…J

明日の親のための学級 〈妊婦教室〉 を聞きます

新婚さん、 !妊婦さん、これから結婚される皆さんを対象にした

内容です。 これからお父さんになる方々の参加を歓迎します。

主催中央公民館 共催環境衛生課

期間 6 月 2 日 (水)~ 7月9日幽計8回

会場 市コミセン

申込方法 電話またはハガキで、大村市中央公民館へ(幸町25-
3 3 市コミセン内宮54-3161)
募集人員 30人 受講料無料

ま
す
。
現
在
、
人
川
護
用
ベ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
希
望
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
不
要
に
な
っ
た
介
護
用
ベ
ッ
ト、

車
い
す
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
、
歩
行
器

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
大
村
市
在
宅
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー

日
常
介
護
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
部
(
宮

@
8
7
3
1大
村
市
医
師
会
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
内
)

植松住宅担当

民生委員・児童委員ガ決まりました (， 

市民の皆様の福祉増進のために活

動していただきます。

お気軽にご相談ください。

植松住宅担当委員(敬称略〉

大道ヒロ子(植松3丁目 151番
地15ft5 3 -0 2 4 2 ) 

回 月日(曜日) 時間 内 合.~ 講師

1 
6月2日 1 3↓ : 00 

0O0楽妊映娠画しい中「生家の命庭保のづ健創く造り」
元学校教諭

(水) 1 6 : 0 0 保健婦

2 
6月11日 1 3↓ 目。。 0O妊歯婦と歯の健康 歯科医師

(金) 1 6 : 0 0 
のプラ ッシング指導 歯科衛生士

1 3 : 0 0 0OOOお産の経保ズ品過法健のについて
3 
6月16日

母産ラ子後マ用のー そ・妊ろ婦え体方操(実習) 保健婦
(水) 1 6 : 00 

4 
6月23日 1 3↓ : 00 

0OO0育入幸映児措せ画の「}なこマつ出さイせい産ボ方てプデラ(ィ実ン習マ)イセルフ」 保健婦(水) 1 6 : 0 0 

1 8↓ : 3 0 お父さん出番ですよ習(「P生A命RのT創1造)J 
5 
6月25日 OO フィルムフォーラム 保健婦
(金) 入浴のさせ方の実2 0・00

~お父さんのために~

7月2日 1 3 : 0 0 O圭本母乳映居敵乳画となお母会いさんになるために 元学校教諭
6 
(金) OOO のでのIす育手出てるために 保健婦1 6 : 0 0 

ば当らしい母乳J

7 
7月6日 1 8↓ : 3 0 お父育さん出親番ので役す割よ(PART2) 小児科医師
(火) 2 0 : 00 

0子 て、

8 
7月9日 9↓ : 3 0 C0妊調仲自娠理己間中実負づの習担く栄)り養(材の(料話摂実Lり費占田にOつ円い程て度 栄養士
(金) 1 3 : 0 0 保健婦

O 合い)

円今唱

台内座講

手
話
マ
お
話
し
マ
帯
、
3
と

νν
ネ

ー
手
話
講
習
会
受
講
生
募
集

1

音
の
な
い
世
界
を
想
像
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。

大
村
市
内
在
住
の
耳
の
聞
こ
え
な
い
人

の
為
に
、
あ
な
た
の
時
間
を
役
立
て
て
み

ま
せ
ん
か
。

初
め
て
の
人
で
も
楽
し
く
覚
え
る
事
が

で
き
ま
す
。
幸
右
男
女
を
聞
い
ま
せ
ん
、

あ
し
な
が
奨
学
生
を

ぼ
し
ゅ
う

保
護
官
な
ど
が
、
病
気
も
し
く
は
災
害

(
道
路
に
お
け
る
交
通
事
故
を
除
く
)
な

ど
で
死
亡
し
た
り
、
ま
た
は
そ
れ
が
原
因

で
著
し
い
後
遺
障
害
(
身
体
障
害
者
福
祉

法
の
第
1
級
・

2
級
の
場
合
)
の
た
め
働

け
ず
、
(
丞
挺
の
止
吉
事
情
が
苦
し
く
教
育

費
に
困
っ
て
い
る
人
で
、
来
年
、
高
等
学

校
・
高
等
専
門
学
校
、
ま
た
は
、
大
学
・

子
育
っ
て

難
し
い
で
す
ね

H

相
談
は
お
気
軽
に
H

育
児
で
困
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
の

担
談
を
お
う
け
し
ま
す
。
乳
幼
児
の
健
全

な
発
育
の
た
め
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

ぜ
ひ
参
茄
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間

6
月
8
日
よ
り
毎
週
火
曜
日

(
6

か
月
間
)

時
間
午
前
日
時
i
ロ
時

申
し
込
み
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
大
村

市
社
会
福
祉
協
議
会
(
西
三
城
町
8
番
地

雷

@
1
3
5
1
)
ま
で

短
大
に
進
学
予
定
者
の
予
約
募
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。

奨
学
金
貸
与
額
(
月
)

・
古
寝
:
国
公
立
2
5
、
0
0
0
円
、
私

立
3
0
、
0
0
0円

・
大
学
:
・
4
0
、
0
0
0円

申
込
期
限
・
高
校
・
:
7月
白
日
目
・
大

学・・・
6
月
初
日
同

申
込
方
志
出
願
書
類
は
学
校
に
あ
り
ま

す。問
い
合
わ
せ
あ
し
な
が
育
英
会
(
東
京

都
千
代
田
区
平
河
町
宮

ω
j
3
2
2
1
j

0
8
8
8
)
 

L
V
 電
話
で
も
、
直
接
、
諏
訪
保
育
園
に
行

か
れ
て
も
結
構
で
す
。

相
諒
陣
内
容
富
竺
般

担
談
日
月
曜
日
j
土
曜
日
(
祝
祭
日
除

く
)
告
白
j
4
0
7
0
(諏
訪
保
育
園
内
)

円ペ

u
t
lA
 



下波比・上波i上通り

通行止めωお知らせ

花
と
緑
の
街
並
み
整
備
事
業
と
し
て
、

今
年
度
よ
り
、
市
道
西
本
町
宮
ノ
本
線

(
通
称
下
波
止

・
上
波
止
通
り
)
の
レ

ン
ガ
舗
装
や
街
灯
設
置
な
ど
、
街
並
み

景
観
、
つ
く
り
の
壬
事
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
工
事
に
先
だ
ち
、
水
道
・
ガ
ス

な
ど
の
埋
設
管
の
布
設
替
え
、
お
よ
び

電
柱
(
九
電
・

N
T
T
)
の
移
設
工
事

を
行
い
ま
す
の
で
、
次
の
期
間
中
こ
の

区
間
は
、
昼
間
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
よ
ろ

し
く
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

通
行
止
め
期
間

(昼
間
)

6
月
上
旬
j
日
月
中
旬

市道西本町宮ノ本線 (通称:下波止・上波止通り)

街並み景観づくり工事の完成予想図

下;皮戸i量り

市道西本町宮ノ本線

国
道
列
号
線

6月は「まちづくり月間Jです

毎熊さん101歳永見さん100歳
いーでと一一一二 点??ーミ
I ごめーιIrlr
! 日 記長Ii'JI 

"，J 
1_ 

「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
」
と
、
毎
熊

さ
ん
に
花
束
を
贈
る
松
本
市
長
岡

(
4
月
初
日
・
恵
寿
病
院
)

鬼橋町の毎熊リシさんが満101歳を迎えら

れ、松本市長は4月30日、見舞いを兼ね、入

院先の恵寿病院(諌早市)を訪れましたD

毎熊さんは、明治25年5月2日生まれ、 8

人の子宝に恵まれましたが、現在は4人の子

供さんがおられます。

腰を痛め8年前から入院、療養を続けてお

られますが、食欲もあり、ベッドの上では読

書が唯一の楽じ方となっておられるようです。

松本市長は、「元気で長生きしてください」

と、花束を贈り、長寿を祝いました。

-14-

長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
り
ま
す

た
く
さ
ん
の
親
族
が
見
守
る
中
、
松

本
市
長
か
ら
永
見
さ
ん
へ
祝
賀
状
や

祝
金
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

(
5
月
凶
日

・
自
宅
)

杭出津2丁目の永見三太郎さんが、満100歳を迎

えられ、松本市長は 5月14日、自宅を訪れ、祝賀状

や祝金などを贈り長寿を祝いました。

永見さんは、明治26年5月16日生まれ、家業の酒

米庖も80歳までは従事、今でも自転車に乗ったり、

身の回りのことは自分でするなど、元気そのもの。

そうめんといもの天ぷらが大好物だそうです。

松本市長も、その元気な姿にぴ、っくり、「これか

らもますます元気で楽しい毎日を送ってください」

と、長寿を祝いました。

長男・重馬さん夫妻や孫夫婦、ひ孫の6人家族。

市内の100歳以上の長寿者は6人となりました。



限
り

a
3水
資
源
マ
守

大
切
に
使
V
ま
し
ょ
うL

水
道
週
間
6
月
1
日
j
7
日

水
道
は
、
私
た
ち
の
健
康
で
文

化
的
な
日
常
生
活
を
支
h

え
る
最
も

重
要
な
施
設
で
あ
り
、
地
域
社
会

の
発
展
に
重
大
な
役
割
を
果
し
て

い
ま
す
。
近
年
生
活
様
式
が
多
様
化
す
る

に
従
っ
て
水
需
要
が
世
旦
人
し
、
こ

れ
に
対
応
す
る
た
め
、
大
村
市
で

も
第
9
回
拡
張
工
事
な
ど
を
行
い
、
、
、

広報おおむら平成5年 6月号

新着図書がビッシリ
「富永文庫」を開設=

施
設
の
整
備
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

6
月
1
日
よ
り
7
日
ま
で
は
全

国
主
hL
週
間
で
す
。
水
道
に
つ
い

て
理
解
と
関
心
を
高
め
、
限
り
あ

る
水
資
源
を
無
駄
な
く
大
切
に
使

う
よ
、
?
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
浄
水
場
施
設
見
学
ご
希

望
の
人
は
、
水
道
部
管
理
係
(
宮

@
1
1
1
1
)
ま
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
口

• 

‘、

松本市長らが出席して行われた富永文庫開設式

であいさつする富永さん

(4/27・市立図書館)

福祉基金などへ

多額の津財寄付

漬
口
さ
ん
の
遺
志
を
う
け
、
松
本
市
長

(
右
)
ヘ
多
額
の
浄
財
を
寄
付
さ
れ
る
田

崎
さ
ん

(
4
/
日
・
市
役
所

-日本の名随筆全100冊
-新体系土木工学全100冊
.新建築学大系1~49 
-岩波文庫100選
-角川文庫100選
-集英社文庫100選
など976冊

一般図書

問い合わせ

市立図書館

(fi'52 -2457) 

-ズッコケ三人組シリーズ

.にやんだんシリーズ

-風の谷のナウシ力 1~5

-シャ 口ットのおくりもの

CE.Bホワイト著〉
-空ガらあちてき疋王子

CC.ネストリンガ-著〉
・風の城(三田村信行著〉

.松谷みよ子

あかちゃんのほんシリーズ

など878冊

児童図書

富永秀男さん(武部町)の寄付金による「富永文庫」が

設置され、 4月27日より開設されました。

富永さんの在職(株・富建)50周年を記念して、市立図

書館の充実を図ってほしいと、多額の浄財を寄付されてい

たもので、今回購入した図書は、全部で1854冊、日ごろ購

入できない図書がズラリとそろいました。

新着図書の主な内

容は、建築・土木・

情報関係の専門書を

はじめ、美術書や文

庫本など976冊、児

童図書として、図鑑

やよく利用される図

書の複本、絵本、産

業図書など878冊と

なっています。

どうぞご利用くだ

さい。

4 

故 .i買口クイさん(松原本町)の遺産財務管理
者である田崎俊作さん(田崎真珠社長)は 4月15

日、 j貰口さんの意志であったとして、福祉基金に

300万円、松原小学校に100万円を寄付されました。

演口さんは、田崎社長の伯母にあたり、生前か

ら社会福祉や青少年育成にかかわっておられまし

た。

F
h
u
 --

文化基金ヘ多額の淳財寄付
マドカ

喜多国さん(武部町)

は4月28日、市役所を訪

れ、文化基金に役立てて

くださいと、 50万円を寄

付されました。

故夫で、元美術協会会

長などを務められた正雄

ーさんの香典返しと寄付さ
田中教育長(左)へ多額の浄財を寄付

される喜多さん れたものですo

( 4/28・市教育長室)



国
家
公
務
員

E
種

採
用
試
験

-E同
卒
程
度
H

職
種

一
般
官
署
、
郵
便
局
、
税

務
署
な
ど
の
初
級
係
員

資
格
昭
和
的
年
4
月
2
日
(
郵

政
は
必
年

4
月
2
日
、
税
務
は
必

年
4
月
2
日
)
i
日
年

4
月
1
日

生
ま
れ
の
人

申
込
期
間

7
月
1
日
制

j
8
日

柄

市職員採用試験

試験職種 戸3ζL 験 資 格

学校教育法による 4年制大学(工

建 7銀FE= 
学部建築学科)を卒業した人で昭和

42年4月2日から昭和46年4月1日
までに生まれた人

第
一
次
試
験

9
月
ロ
日
側

問
い
合
わ
せ
人
事
院
九
州
事
務

局
(
宮

0
9
2
・
4
3
1
・
7
7

3
3
)
 

※
税
務
は
、
諌
早
税
務
署
(
宮
⑫

1
3
7
0
)
で
も
結
構
で
す
。

消
防
設
備
士
試
験

試
験
の
種
類
甲
種
お
よ
び
乙
種

試
験
日
時

8
月
日
日
冊
、
午
前

山
時
申
請
期
間

6
月
お
日
同

i
7
月

2
日
幽

※
願
書
は
、
大
村
消
防
署
に
あ
り

ま
す
。

詳
し
く
は
、
大
村
消
防
署
(
宮
@

4
1
3
8
)
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い

。

市内に住んでいる人または、採

用後住むことができる人

1人

平成 5年10月1日
6 月 1 日 ω~30 日休j

s月1日(日)
所定の申込用紙(人事課にあり

ます)に記入のうえ応募してく

ださい。

人事課人事係(内線27 2 ) 

採用の条件

採用予定人員

採用予定年月日

応募期間

第一次試験

応募方法

問い合わせ

調
理
師
試
験

試
験
日
時

7
月
お
日
側
、
午
前

日
時
初
分
j
午
後
2
時
加
分

試
験
地
長
崎
市
・
佐
世
保
市

申
込
期
間

6
月
1
日
ω
j
7
日

何願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
大
村

保
健
所
保
健
予
防
課
(
宮
⑧

2
1

9
3
)
 

狩
猟
者
適
性
検
査

日
時
・
場
所

・
8
月
四
日
同
・
:
長
崎
県
県
北
会

館
(
佐
世
保
市
)

・
8
月
初
日
同
:
・
長
崎
県
勤
労
福

祉
会
館
(
長
崎
市
)

申
請
期
間

6
月
日
日
ω
i
8
月

日
日
樹

申
請
・
問
い
合
わ
せ

県
保
健
環

境
部
自
然
保
護
課
(
宮

0
9
5
8

⑧
1
1
1
1
)
ま
た
は
、
最
寄
り

の
振
興
局

銃

砲

刀

剣

類

登
録
審
査
会

日
時

6
月
日
日
側
、
午
後

1
時

1
3
時

場
所
県
北
振
興
局

(
佐
世
保
市
)

持
参
す
る
も
の

①
当
該
銃
砲
刀
剣
類
②
万
剣
類
発

見
届
出
済
証
③
申
請
者
本
人
の
印

鑑
(
認
印
で
可
)

登
録
手
数
料

(
1
件
)

.
登
録
証
交
付
手
数
料

日

5
、
2
0
0
円

・
登
録
証
再
交
付
手
数
料

N
2
、
7
0
0
円

問
い
合
わ
せ
県
教
育
庁
文
化
課

(県
庁
内
)
、
大
村
警
察
署
お
よ
び

派
出
所
、
市
社
会
教
育
課

不
法
電
波
は

大

迷

惑

電
波
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

ゴ
l
ド
レ
ス
電
話
、
警
察
・
消
防

無
線
な
ど
、
身
近
な
も
の
か
ら
公

共
的
な
分
野
ま
で
幅
広
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

最
近
、
改
造
を
加
え
、
ル
ー
ル

を
無
視
し
た
不
法
無
線
局
に
よ
る

混
信
・
妨
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
が
、
電
波
を
安
心
し

て
使
用
で
き
る
よ
う
ル
l
ル
を
守

り
、
ク
リ
ー
ン
な
電
波
環
境
を
作

電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え

た
電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

6 月 2 日(水)、午後 2 時10分~3 時

30分

場所県立長崎図書館

演題 「長崎の街道について」

講師 原田博二氏(長崎市立博物館館長)

入場料無料

問い合わせ 県立図書館奉仕課

(ft0958⑧5 2 5 7) 

日時 6 月 17 日(柄、午後 6 時20分~8 時

場所大村市医師会館

テーマ 「高齢化社会と看護」

講師 日本看護連盟長崎県支部長

山口ミユキ先生

入場料一般市民は無料

主催大村市医師会、大村看護高等専修

学校同窓会

問い合わせ 大村看護高等専修学校内事

務局(包⑨ 67 1 2岩永)

実也自~~

日時

医療教育講演会

り
ま
し
ょ
う
。

一

電
波

一
般
に
関
す
る
照
会
な
ど
一
寸

は
、
九
州
電
気
通
信
監
理
局
(
熊
一

本
市
健
軍
町
宮

0
9
6
1
3
6

8
1
6
8
6
3
)
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

6
月
口
日
閥
、
午
後
1
時

日
時
初
分
場
所
市
役
所
第
5
会
議
室

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限
即
納

持
参
す
る
も
の
印
鑑
・
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状

公
売
台
数
若
干

問
い
合
わ
せ
税
務
課
収
納
係

(
内
線
1
2
6
j
1
2
8
)

※
N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取

り
消
し
ま
す
。

な
お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に

完
納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

公
売
を
中
止
し
ま
す
。



( ¥ 

1 園田園園田園田醒哩曹、 ー 一一一一一…
久村公園のtr.レょうぶ、あじさリ、扱教櫓な

どをテーマにえケッチ久会を行ります。

日時 6月6日(日)、午前9時~午後2時
会場大村公園内

テーマ花と公園

対象幼稚園保育園児、小・中学生

お 1画材自由
り ; 集合場所大村公園内藤棚広場

あが ? ※画用紙は配布します。画板は各自準備してく

そみ ; ださい。

ぼで { 問い合わせ商工観光課(内線24 2 ) 

う |花しようぷ見ごろ 6月初旬~中旬(大問)I 

花 |第ら固| 街

スケッチ大会

広報おおむら平成5年6月号

参
而
科
は
無
料
、
誰
で
も
自
由

に
ご
参
茄
く
だ
さ
い
。

日
時

6
丹
羽
日
出
、
午
後
1
時

初
分
i
3時
鈎
分

場
所
中
地
区
公
民
館

内
容
「
た
な
ば
た
」
あ
そ
び

問
い
合
わ
せ
中
地
区
公
民
館

(
宮

@
1
3
7
6
)

市
ミ
リ
映
写
機

操
作
認
定
講
習
会

受
章
告
に
は
県
教
育
委
員
会
よ

り
「
操
作
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
、

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
フ
ィ
ル
ム
や
映

写
機
を
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

日
時

6
月
お
日
∞

-m日
ω、

午
後
6
時
初
分
j
9時
初
分

{
吾
貝
鈎
人

受
講
料
無
料

申
込
先
電
話
で
、
市
コ
ミ
セ
ン

(
宮

@
3
1
6
1
)
ま
で

※
定
頁
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

主
催
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

少
林
寺
拳
法

第
団
団
長
崎
県
大
会

日
時

6
月
幻
日
刷
、
午
後
1
時

場

所

市

民

体

喜

種
目
。
競
技
の
部
:
・
組
演
武
、

単
独
演
武
、
団
径
一
演
武
、
運
用
法

。
発
表
の
部
・
:
絵
画
、
書
道
、
公

開
演
武

入
場
料
無
料

主
催
長
崎
県
少
林
寺
拳
法
連
盟

問
い
合
わ
せ
坂
口
(
宮
(⑪
2
8

9
8
)
 

6 月 12 日 |市コミセン 1 1 叩戸戸【~‘、、、引.‘、、.‘、-

ω |西大州州村わコミセンペ!い川川1叫怯附4止ωω:氾0∞0，......1仕
おば捨て山の月 (アニメ2幻1分)

(アニメ20分)

(アニメ24分)

リンカーン物語

ゴンザとソウザ

6月12B
仕)~~ I 中地区公民館110:00~11:00 

(アニメ31分)

(アニメ10分)

(アニメ10分)

あんじゅとずしおう

アンパンマンとliいきんまん

ねずみのチャップ

問い合わせ視聴覚ライブラリー
(ft54-3161市コミセン内)

町、
R 

-民、，
R 
d 

民

‘-

1 
4 

謀
、曜

R 
u 
a 
v 
E 
d 

民
、，
全
￥ 

威
、d
民
話

民
、a
R 
d 

長

Y 

R 
U 
民
、a
R 
国

民

、‘R 
M 

誌
、.
食
d 

点

、-

R 
M 

a 
v 
食
M 
点
、e
h 

長
崎
県
労
働
者
生
活
資
金

貸
付
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

。
応
急
的
生
活
資
金

対
象
者
県
内
に
居
住
し
、
同
一

事
業
所
に
1
年
以
上
勤
務
す
る
人

で
、
世
帯
の
年
収
が
5
0
0
万
円

以
下
の
人

用
途
教
育
資
金
、
医
療
資
金
、

冠
婚
葬
祭
資
金
、
災
宝
円
対
策
資
金

な
ど
の
応
急
的
生
活
資
金

限
度
額

1
5
0万
円

貸
付
利
率
年
ω
%

償
還
期
限

5
年
以
内

。
育
児
盆
歪
活
資
金

対
象
者
県
内
に
居
住
し
、
同

一

事
業
所
に

一
年
以
上
勤
務
す
る
人

で
、
育
児
休
業
を
取
得
中
ま
た
は

取
得
す
る
人

用
途
育
児
休
業
期
間
中
に
必
要

な
生
活
資
金

限
度
額

1
2
0万
円

貸
付
利
率
年
必
%

償
還
期
限

5
年
以
内
(
う
ち
据

置
期
間
1
年
以
内
)

問
い
合
わ
せ
県
労
政
福
祉
課
」

(
8
0
9
5
8
@
3
4
8
1
)

↓
 



無

事

故

優

良

運

転

者

表

彰

無
事
故
優
良
運
転
者
を
表
彰
し

ま
す
。

県

表

彰

免

許
取
得
後
、
平
成

5
年
7
月
末
現
在
で
初
年
以
上
、

初
年
以
上
で
、
市
表
彰
を
受
け
て

い
る
人
(
自
動
二
輪
免
許
以
上
)

市

表

彰

免

許

取

得
後
、
平
成

5
年
7
月
末
現
在
で
、
初
年
、
初

年
、
日
年
、
叩
年
以
上
の
人
(
原

付
免
許
も
含
む
)

申
請
資
格
前
記
の
資
格
を
有
す

る
交
通
安
全
協
会
会
員
で
免
許
取

得
後
継
続
し
て
車
両
の
運
転
に
従

事
し
、
自
己
の
責
任
に
よ
る
交
通

事
故
歴
が
過
去
日
年
以
上
な
く
、

か
つ
交
通
違
反
(
反
則
を
含
む
)

そ
の
他
罰
金
以
上
の
刑
に
当
る
犯

罪
行
為
が

6
月
末
現
在
で
過
去

5

韓国国際交流

大村使節団一般国

第3回

年
以
上
な
い
人

申
請
期
限

6
月
初
日
凶

提
出
書
類

表
彰
上
申
書
、
無
事

故
無
違
反
証
明
書
(
自
動
車
安
全

運
転
セ
ン
タ
ー
発
行
の
も
の
)

た
だ
し
、

6
月

ω日
ま
で
に
表

彰
上
申
書
を
交
通
安
全
協
会
に
提

出
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、
無
事

故
無
違
反
証
明
書
の
交
付
手
続
き

を
協
会
に
お
い
て
代
行
し
ま
す
。

※
上
申
書
用
紙
は
交
通
安
全
協
会

で
用
意
し
て
い
ま
す
口

問
い
合
わ
せ
大
村
市
交
通
安

全
協
会
(
大
村
警
察
署
構
内
宮

⑧
9
8
8
9
)
 

「
平
成
5
年
度
建
築
物
等
実
態
調
査
」

つ
い
て
の
お
願
い

こ
の
調
査
は
、
最
近
に
お
け
る

建
築
物
お
よ
び
住
宅
の
建
築
状
況

等
を
調
査
し
、
国
や
都
道
府
県
の

住
宅
行
政
等
の
基
礎
資
料
を
得
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
建
設
省
が

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
口

川河一

6
月
日
日
か
ら
羽
田
ま
で
の
聞

に
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

諌
早
土
木
事
務
所

建
築
課
(
包
②
0
0
1
0
)

期日 8 月 23 日(月)~27 日(針( 5日間)
募集人員 30人
費用 1人95，000円
申込期限 6月30日(水)
※定員になり次第、締め切ります。

主催 樹)大村国際交流協会

問い合わせ 大村市役所企画調整課内

鮒)大村国際交流協会事務局 (ft53-4111
内線223)

読

書

感

想

文

応
募
資
格

県
内
在
住
の

一
般
成

人
(
学
生
を
除
く
)

一ア

l
マ
題
名
は
自
由
で
す
が
、

読
書
感
想
ま
た
は
読
書
活
動
体
験

を
内
容
と
し
た
も
の

原
稿
枚
数

4
0
0
字
詰
原
稿
用

紙
2
枚
以
上

5
枚
以
内

締
め
切
り

8
月
白
日

ω

応
募
方
法
作
品
は

1
人
1
点
と

し
、
作
品
の
前
に
読
書
感
想
・
読

書
活
動
体
験
の
別
、
題
名
、
住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
性
別
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
作
品
の
末
尾
に

書
名
、
著
者
名
ま
た
は
編
集
者
名

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

。

※
封
筒
の
表
に
「
読
書
感
想
文
」

と
朱
書
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
人
選
し
た
作
品
は
「
読

書
感
想
文
集
」
に
掲
載
し
刊
行
し

ま
す
口
な
お
、
優
秀
者
は
県
公
共

図
書
館
大
会
で
表
彰
し
ま
す
。

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ

県
立
図
書

館
奉
仕
課
館
外
係
(
干
側
長
崎
市

立
山
1
丁
目

1
番
目
号
宮
0
9
5

8
⑧
5
2
5
7
)
 

ナ
ガ
サ
キ
・
テ
ク
ノ

ポ
リ
ス
財
団
事
業
の

講
座
受
講
生

。
N
T
F
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
関

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

竹 松 3 2K~3DK 7 .300~ 17 .000 

1 種 池 田 1 3DK 15，500 

久原第二 2 3DK 21.200 

東諏訪 1 3K 12.300 

池 田 2 2K~3DK 7 ， 800~ 12，000 

戸市'-4 盤 1 3DK 13，500 
2 種

原口アパー ト 1 3DK 19，200 

松 原 3DK 20.500 

松並第一 1 3DK 23.500 

市営住宅入居者

申込締切 6月8日(刈

抽選日(予定) 6月21日伺)、午前10時30分~
入居日 7月1日(ポ)

申し込み・問い合わせ

発
講
座

(
6
月
日
日

-
U
日
)

.
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
養
成
講
座

(
7
月
6
日

・
7
日
)

・
営
業
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

(
7

月
U
日
・
日
日
)

。
ナ
ガ
サ
キ
・
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
大

学・
機
械
系

C
A
D
入
門
講
座

(
7

月
8
日
・

9
日
)

・
騒
音
・
振
動
低
減
の
た
め
の
基

礎
講
座

(
7
月
6
日
j

U
日
)

問
い
合
わ
せ
肘
ナ
ガ
サ
キ
・
テ

ク
ノ
ポ
リ
ス
財
団
開
発
研
修
課

(
池
田
2
丁
目
宮
@
1
1
3
8
)

口白
4
E
よ

建築課住宅係

市内の空き家住宅が対象です。

申込期間 6 月 15 日(火)~17 日(対

抽選日 6月24日(木)
※申込用紙配布は 6月8日(刈から

申し込み・問い合わせ 県住宅供給公社大

村事務所(宮52-6825大村パスターミナル
2階)

県営住宅入居者



平成5年 6月号広報おおむら

趣
味
の
家
庭
園
芸

講
座
受
講
生

内
容
樹
木
の
管
理
か
ら
観
葉
植

物
・
鉢
物
・
野
菜
・
果
樹
・
盆
栽

を
は
じ
め
、
乳
酸
飲
料
・
な
め
味

噌
の
作
り
方
ま
で
家
庭
で
楽
し
む

趣
味
の
園
芸
講
座
で
す
。

期
間

6
月
四
日
出
j
1
月

n
日

出
、
月

2
回
・
土
曜
日
、
全
日
四

時
間

午
後

1
時
叩
分

j

3
時
初

分場

所

大

村

園

芸
高
校

講

師

大

村

園

芸
高
校
教
諭

対
象
成
人
犯
人
(
抽
選
)

※
今
ま
で
受
講
し
て
い
な
い
初
心

者
の
人
で
全
講
義
を
受
講
で
き

ご
寄
付

る
人
。

受

講

料

無

料

※
材
料
費
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法
電
話
で
社
会
教
育
課

(
宮
内
線

3
6
9
・
3
6
8
)

へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

6
月
日
日
同

抽
選
日

6
月
ロ
日
也
、
午
後

1

時
初
分
よ
り
市
民
会
館

3
階
大
会

議
室
※
代
理
人
の
抽
選
は
認
め
ま
せ
ん
。

や
き
も
の
製
作
入
門

講
座
受
講
生

内
容
ひ
も
守
つ
く
り
・
タ
タ
ラ
成

形
・
緩
急
ロ
ク
ロ
成
形
な
ど
の
各

種
成
形
方
法
の
入
門
か
ら
下
絵
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

(
敬
称
略
)

ご
好
意

。
香
典
返
し

松
原
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
上
野
ミ
セ
(
松
原
本
町
)
叩
万
円

各
保
育
所
へ

V
浦
田
セ
ル
子
(
桜
馬
場

2
丁
目
)

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
鉄
棒
ほ
か
叩
万

3

千
円
相
当

社
会
福
祉
基
金
へ

V
今
村
則
子
(
大
川
田
町
)
日
万
円

V
徳
久
文
子
(
古
町

2
丁
目

)

5

万
円

V
小
下
ト
シ
(
松
原

1
丁
目
)
日

万
円
V
徳
田
ク
ミ
子
(
赤
佐
古
町
)
叩

万
円
社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
開
静
子

(
西
三
城
町
)
叩
万
円

V
草
野
満
雄
(
杭
出
津

2
丁
目
)

日
万
円

V
今
本
照
代
(
富
の
原

1
丁
目
)

日
万
円

V
中
村
英
敏

(
松
並

2
丁
目
)
日

万
円

け
ま
で
を
学
習
す
る
初
心
者
向
け

の
講
座
で
す
。

期
間

6
月
初
日
出
j

ロ
月
四
日

出
、
月
2
回
・
土
曜
日
、
全
日
四

時

間

午

後

2
時
j

4
時

場
所
県
立
ろ
う
学
校

講
師
県
立
ろ
う
学
校
教
諭

対
象
成
人
犯
人
(
抽
選
)

※
初
心
者
で
全
講
義
を
受
講
で
き

る
人
。

受

講

料

無

料

※
材
料
費
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法

電
話
で
社
会
教
育
課

(
宮
内
線

3
6
9
・
3
6
8
)

へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

6
月
日
日
同

抽
選
日

6
月
ロ
日
也
、
午
後

2

時
初
分
よ
り
市
民
会
館

3
階
大
会

V シ大
貞 ヨ村
松ン市
トへ医
シ 師

d色、
〆ーヘ コ.，.
片訪
町問
)看

20 護
ノコ ニミ
円テ

。
一
般
寄
付

各
福
祉
施
設
や
市
内
小
中
学
校
へ

V
岩
崎
園
芸

H
パ
ン
ジ
ー
苗

2
千

6
0
0
株

中
央
保
育
所
へ

V
森
竹
博
成
(
水
田
町
)
エ
レ
ク

ト
1
ン

制
大
村
国
際
交
流
協
会
へ

V
益
田
陸
奥
子
(
宮
小
路

3
丁
目
)

1
万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
藤
間
流
紅
の
会
・
滋
子
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ア
カ
デ
ミ
ー

H
m万
8
千

議
室
※
代
理
人
の
抽
選
は
認
め
ま
せ
ん
。

に
ん
じ
ん
グ
ル
ー
プ

子
ど
も
の
お
や
つ
作
り
か
ら
、

和
食
・
洋
食
・
中
華
と
四
季
折
々

の
料
理
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎

月

第

2
・
4
水
曜
日
、

午
後

7
時
j

9
時

場
所
中
地
区
公
民
館

講

師

山

口

貞

子
先
生

会

費

月

1
、
5
0
0
円

申

込

先

沖

田

(
宮
⑧

3
3
6
8

⑧
)
 

9
4
0
円

清
和
国
へ

V
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
塾
U

清
掃
・
慰
問

V
大
村
木
工
業
協
同
組
合

H
建
具

修
理
V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
中
島
松

一
・
末
長
辰
夫
・
松
尾
謙
)
理
容

奉
仕
慈
悪
荘
へ

V
紀
内
千
鶴
子

(
片
町
)
却
万
円

V
久
保
勝
美
(
草
場
町

)
3
万
円

V
大
久
フ
ァ
ミ
リ
ー

H
花

V
国
立
長
崎
中
央
病
院
附
属
看
護

学
校
H
奉
仕

V
長
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

院
日
奉
仕

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生

H
7
月
コ
ー
ス

H

内
容
・
ワ
ー
プ
ロ

一
太
郎
(
初

級
・
中
級
)
・
パ
ソ
コ
ン
会
計
処

理
・
パ
ソ
コ
ン
実
務
(
ロ

l
タ
ス

1
・
2
・
3
初
級
)
・
コ
ボ
ル
初
級

・
旋
盤
(
応
用
)
・

T
I
G
溶
接

の
基
礎
・
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
・
ト

ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
第

2
種
電

気
工
事
士
(
実
技
)

・
消
防
設
備

士
・
マ
イ
コ
ン
制
御
・

p
O
P
広

告

・
T
W
I
ー
J
R
(人
の
扱
い

方
)
・
社
会
保
険
実
務
・
生
産
管

理
の
実
務
・
中
堅
女
子
社
員
セ
ミ

ナ
ー

V
ニ
ュ

l
モ
ラ
ル

H
奉
仕

V
山
口
郁
江
(
植
松
2
丁
目
)
奉
仕

V
田
代
ト
セ
(
植
松

3
丁
目
)
奉
仕

V
西
郷
富
美
子
(
久
原

1
丁
目
)
奉

仕V
馬
場
治
恵
(
玖
島
2
丁
目
)
奉
仕

V
田
添
カ
ヅ
子
(
荒
平
町
)
奉
仕

V
小
林
キ
ク
ヨ
(
荒
平
町
)
奉
仕

V
岩
崎
光
子
(
木
場

2
丁
目
)
奉
仕

V
平
尾
幸
(
桜
馬
場

1
丁
目
)
奉
仕

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町

)
1
万
円

鈴
田
の
里
学
園
へ

V
開
静
子
(
西
三
城
町

)
5
万
円

泉
の
里
へ

V
永
測
屋
川
ま
ん
じ
ゅ
う

V
大
川
田
老
人
会

H
奉
仕

6
月
1
日

ω
i
m日

早申(日)申
市ポし 込
/J、1) J.2， 其月
船テみ 間
越ク・
町セ間
宮t 'ンし、
⑫タ 合
2 J わ
3長せ
2 山奇
3 
)諌

合
気
道
会
員

護
身
術
に
、
健
全
な
心
身
の
育

成
に
、
ぜ
ひ
、
始
め
ま
せ
ん
か
?

日
時
毎
週
月
・

金
曜
日

・
少
年
部
・
:
午
後

7
時

j
8
時

・
一
般
部
・
:
午
後
7
時

j

8
時
初

分
場

所

市

武

道

館
(
市
水
道
部
裏
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

直
接
道
場
ま
た
は
獅
子
島
(
宮
@

0
2
7
3
)
へ

V
山
下
美
智
子
(
池
田
新
町
)
紙

お
む
つ
・
タ
オ
ル
ほ
か

V
今
村
則
子
(
大
川
田
町

)
3
万

円V
渡
辺
重
徳
(
中
里
町
)

ベ
ッ

ト

V
中
村
英
敏

(
松
並

1
丁
目
)
日

万
円
V
西
武
勉
(
須
田
ノ
木
町
)
初
万

円V
鈴
木

・
和
田
・
好
田
・

平
・
井

手
理
容
院
H
理
容
奉
仕

V
福
重
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
H

1
万
円
・
慰
問

V
山
下
昭
弘

(
宮
代
町
)
紙
お
む

つ
ほ
か

V
山
下
政
男

(
古
賀
島
町
)
慰
問

・

テ
ィ
ッ
シ
ュ

n
H
U
 

噌

E
よ
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毎
月
1
回
発
行

1日
字L幼児健康相談 松原出張所②13:30~15:00 1歳6か月児健康診査 市コミセン

伏)
⑧13:00~ 13:30 2 B 明日の親のための学級(1)

18日 ⑧平成3年11月生まれ(3 年6月~10月生まれで、
(樹 市コミセン 13:00~ 16:00 

まだ受けていない人も受診してください)
妊婦教室(5)中地区公民館 9:30 ~ 13:00 働 ⑧母子健康手帳、問診票、歯ブラシ4日 ⑧母子健康手帳、エプロン、みそ汁

成人の健康相談 福祉センター 13:00~15:00 
告鈴 成人の健康相談 福祉セン タ ー 13 : 00 ~15:00 

⑧⑮…4日制と同 じ@40歳以上⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか

当番医 19日
耳とことばの相談 福祉センター 13:00~15:00 6日 仕〉

(日)
(内・消)南野内科消化器科医院 東三城町 ft53-3731 
(整)牟田整形外科医院 古町2丁目 ft52-4501 

20日 当番医
安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょ う~ (日)

(内)早田内科医院 竹松本町 宮55-3530
(耳)山口耳鼻咽喉科医院東本町 宮52-2706

7日 市コミセン 9:30~ 11 :00 ⑧9:00~9:30 

⑧母子健康手帳、ズボン 23日 明日の親のための学級(4)(月) 一般健康相談 市役所 13:00~16:00 。}。 市コミセン 13:00~ 16:00 
⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか

24日 機能訓練根気の会 福祉セン タ ー 13:30~15:30 

8 B 乳幼児健康相談 市コミセン 休) ⑮紙粘土
⑧9:30~ 11 :00 、 13 : 30~15:00 

1歳6か月児健康診査ω ⑮離乳食教室 10:30~ 15:00 
市コミセン ⑧13:00~ 13:30 

10目、機能訓練根気の会 大村公園 10:00集合 25 B ⑧⑧…18日後)と同じ
(対 ⑮花見 往診
1 1 B 明日の親のための学級(2) 明日の親のための学級(5)
告鉛 市コミセン 13:00~ 16:00 市コミセン 18:30~20:00 

13日 当番医 当番医

(日)
(内)岡内科医院東=城町 ft52-3000 27日

(内)吉田内科クリニック 本町 宮52-1177(耳)海江田医院東本町 合52-3329 (日) (皮・泌)佐伯皮ふ科泌尿器科医院東本町 宮52-4330
字L幼児健康相談 竹松出張所14日
(月)

⑧9:30~ 11 :00 13:30~ 15:00 
28日 ことばの教室 市コミセン 13:30~16:00 

⑮離乳食教室 10 ・ 30~15:00 
(月)
⑧母子健康手帳、 ⑧ことばの発達など

15日
乳幼児健康相談 萱瀬出張所 ②9:30~11 :00 が気になる幼児

伏)
16日 明日の親のための学級(3)

29日 幼児教室(お口の健康と食生活〉 市コミセン(羽 市コミセン 1 3:00 ~ 16:00 ⑧9 : 30~ 9 : 45 ⑧平成2年12月 ~3年1月生まれ
3歳児健康診査 大村保健所 ω ⑮母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、タオル
⑧9 : 30~ 10:00 1 3:00~ 13:30 

17日 ⑧平成元年12月生ま れ(元年6月 ~11月生まれで、
略号の説明 ⑧…対象 ⑧…受け付け ⑮…内容

休) まだ受けていない人も受診してください) ⑧…持ってくるもの
⑧母子健康手帳、問診票

当番医の診療時間 9:00~ 18:00 
定期巡回献血 市役所 9:30~12:00 
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T市民相談コーナー(秘書広報課)ですべて無料で行っていますoj
ロα'h侶'//////////.〆..，，//////~シシ叫'/>匂勿... /////////////，，~シシ'l'/h佑，'"

j お気軽にご相談ください。

2 人権相談 ( 3 日木川~1川 j
お 行政相談 (10日 木 9:30 ~ 12:00) 悼とラ
定 法律相談 (16 日 、・水 10:00~15:00) '. I lJi‘・h
例 (申 し 込みが1 0人にな り次第締め切 り ます ~~~!!1込
相 - zγ町、
鈴 父通事故相談 (22 日・火 10:00~ 16:00) シ ふ~-~
百 年金相談 (23 日 ・ 水 10:00~ 1 5:00) グ~
j 不動産相談 (25 日・ 金 13:00 ~16:00) 
j ※受け付けは午前8時30分より行っています。 ヌ

，，///，//////，h 

6 月の大村ボー ト(10 日 ~14 日、 18 日 ~23 日 ・ 開設41周年記念、

30 日 ~7 月 5 日・グランドチャンピオン決定戦場外発売 )

人口の動き

5月 1日現在

人口 計 76， 207 
(+463) 

男 36， 440 
(+198) 

女 39， 767 
(+265) 

世帯数 2 3， 950 
(+248) 

〉内は前月比

- aJ-
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